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べき外来治療～ 第 9 回 摂食障害治療研修 第 1 部. 国立研究開発法人 国立精神・神

経医療研究センター. 1.6～1.25.2025 WEB 
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3. 作田亮一：「初心者が知っておくべき外来治療」第 9 回 摂食障害治療研修. 第 2 部 質

疑応答 国立研究開発法人 国立精神・神経医療研究センター. 1.26.2025 WEB 

4. 作田亮一：「子どもの発達障害：二次性併存症と対応」第 326 回 病院薬学研修会(埼

玉県病院薬剤師会)オンライン研修会. 2.6.2025 WEB 

5. 井上建：「チック症の臨床研究」草加市子ども急病夜間クリニック第 32 回トリアージ

研修会. 3.8.2025 埼玉 

6. 作田亮一：「食べない、食べられない子の理解と支援～発達障害を中心に～」第 5 回

小児摂食支援チームミーティング＠獨協医科大学埼玉医療センター「子どもたちの 

食べる を地域でサポートしよう」獨協医科大学埼玉医療センター総合患者支援セン

ター. 6.19.2025 埼玉 

7. 作田亮一：「やせたい訳ではないのに食べられない子どもの摂食障害『回避・制限性

食物摂取症』の理解と支援」現代の子どもの「食と発達困難と個別的支援」に関する

スキルアップ講座 日本大学文理学部教育学科. 6.22.2025 WEB 

8. 井上建：「子どもの“来れない理由”をひもとく －発達障害・睡眠・生活習慣の視点か

ら－」越谷西特別支援学校 8.1.2025 WEB 
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10. 井上建・大森希望：「子どもたちのネットとゲーム依存について多角的に考える」令

和７年度静岡県養護教諭夏季研修会 8.8.2025 静岡 

11. 井上建：「小児期の神経発達症に伴う入眠困難へのアプローチ～メラトニン製剤(顆粒

剤・錠剤)への期待を含めて～ Pediatric Sleep and Neurodevelopmental Disorders 

Expert Seminar 全国 WEB 講演 睡眠のこと with ノーベルファーマ」8.8.2025 WEB 

12. 井上建：令和 7 年度母子健康指導者養成研修（対面研修）8.25.2025 東京 

13. 井上建：「ADHD 診療の〝見落としがちな視点〟～ ゲーム症とチック症の依存に迫る 

～」 栃木県こどものこころ研究会. 9.2.2025 栃木 

14. 作田亮一：「見逃せない児童虐待：理解と対応」養育支援体制加算研修会 9.10.2025 

埼玉 

15. 作田亮一：「子どもの不登校問題」東京保険医協会主催講演会. 10.7.2025 東京 

16. 井上建：「神経発達症(発達障害)を多角的に考える」 令和７年 埼玉県発達障害支援専



門研修「学童期の SST 実践研修」10.26.2025 埼玉 

17. 黒岩千絵：「ソーシャルスキルトレーニングの講義と演習(行動面)」令和 7 年度 埼玉

県発達障害支援専門研修「学童期の SST 実践研修」10.26.2025 埼玉 

18. 井上建：「ADHD 臨床像－小児科と精神科で異なる依存症の風景」埼玉子どものここ

ろ臨床研究会. 11.1.2025 埼玉 

19. 作田亮一：「学校を休みがちな発達特性をもつ子への心身医学的介入：子どもと家族

のために小児科医だからできるアプローチ」 帝京大学小児科談話会. 11.11.2025 東京 

20. 黒岩千絵：「ソーシャルスキルトレーニングの講義と演習(認知面)」令和 7 年度 埼玉

県発達障害支援専門研修「学童期の SST 実践研修」11.16.2025 埼玉 

21. 井上建・川上優太朗：「起立性調節障害の理解と対応－心と身体へのアプローチ－」

埼玉県公認心理士協会 11.30.2025 埼玉 

 

報道 

1. 井上建：医療ルネサンス「チックの悩み」1/5 (朝日新聞朝刊) 3 月 4 日掲載 

2. 作田亮一：SNS に広がる過度なダイエット投稿 小学生まで？ 命の危険も…. (NHK 

サタデーウォッチ 9 デジタル深掘り) 2025.4.12 放送 

3. 作田亮一：「限局性学習症」私の治療 (週刊日本医事新報)No.5272. 2025.5.10 掲載 

4. 作田亮一：「摂食障害○上」(聖教新聞). 2025.6.2 掲載 

5. 作田亮一：「摂食障害○下」(聖教新聞). 2025.7.7 掲載 

 


